
第521号54・8・1
我E草子市役所市長公窓念E萄銀

8耳打筒(.:1:)

市下jグ〉ノ!、学銭安対象i之、 gE註き討

と平泳ぎの童語i永を市民"7~)レで行

し、ます。，午後 1社寺から 4絡まで

{j'jij天中止}

誌報

第Q回

8FJIOEl(命〉・ 11El (土〉・

12 El (悶}の 3自問

乎室電;自公重苦肉会主捨て¥午後 7務

から10時まで

Ulil天中止)

容筒 111El (会〉

市内および沼綴罫I均一毒事を、主華

りつけをした事がへかっf;!:'皆殺勿

的安楽を流しながらパレ…ド

渦 現 制 問

7島 1日現在

喜善人目 的，514人{十4，184)

努/持参$15人

女/48，839人
曜塁王監機敏 2B ，076i投機 (+1，323) ( 内!ま主主年比

骨市役所本fJ'部一1111 母つ〈し野究所制一割問

。湖北文書号 88-2111 .湖北台究所 88…闇路

@布使交際鵠-2358 1診車i草部留-3111(代)

。申4除去をE需給 82-0515 鎗老人緩主主'"シ夕刊 88-0123

8月10・11・12日

手賀盟公閣内臨場

皐月 12El (日〉

我孫子廻釈感;:I};広場から大会会場

まヤ行i盤、午後6持から皐安寺まで

(i潟支'I'J!:)

宝去の禁事さえ みとれてとまる

税綾子ょいとこ 水かがみ

それに それそれ

午後最符から 9~幸まで

@湖北総隠語詮議

[湖北端区1 8 Iヨ10!査{ゑ〉・ lHl (ゑ}・ 12a (a) 

の 3al羽

467 

交遜筑豊ij時務(i暴行J1:)
旦丘fl時{胃}かっlま音頭火m撞且花火大会
務遂瀦午後 5時30分から午後 7時30分まで
畿逐語調 午後5持30分かι午後10誇まで

*語千子止

i親~t静ì~to広場から街道35&号線まで
B月12日午後6援を~午設9湾総分まで

疑事奪い合せ

湖北草創む口広務で、かっi;le資貫真火会、午後

7時から10待まで

8 I寺1zaca) 午後 6 時から~縛30去すまで、
湖北駅北口広場からE監護憲 356琴線までの長玄関

かっぱ管翌週火行灘、コンタール

唾争脊鋭敏草!!:~誉会轟
8 f'l10 a (量生) . 11 a (ニ1::) ・12践

の 3a罪者

三五1主前広場で、か，コi:fl品2買露大会、午後7線
から10時まで



(2) 

昭和54年鵠月 1日から

経月 1'16発行

ω

印
緩
め
受
品
開
と
献
体
開
明
m
町
中
刀
法
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ
号
、
勾
器
地
球
品
紙
時
計
裁
〈
カ

l
一

一h
p
}

制
制
度
に
な
号
ま
す
。
こ
れ
は
、
印
畿
を
め
ぞ
る
官
学
飲
を
附
抑
止
す
る
た
ゐ
と
一

一
帯
常
務
手
緩
き
の
筒
琳
品
化
を
問
問
る
た
め
改
叩
注
さ
れ
た
制
制
度
で
す
。
新
し
い
判
制
度
予
均
一

一
は
、
印
後
の
登
抑
制
を
し
た
人
に
は
可
印
鐙
受
組
問
経
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
印
一

一
揖
組
問
笈
ぬ
持
拡
件
を
持
参
す
れ
ば
叫
食
品
持
印
鐙
(
実
印
)
を
持
品
性
す
る
必
繁
も
な
く
郎
幹
時
一

一
畿
地
持
証
比
例
幾
め
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
わ
ぬ
、
代
理
人
の
場
合
で
も
委
絞
め
一

時
凶
師
、
を
設
す
る
番
高
槻
を
持
参
す
る
必
雨
対
は
あ

nJま
せ

ん

。

一

印

鑑

登

録

を

て

い

な

い

も

の

α

言
、
室
率
緯
加
工
し
て
あ
る
も

@
同
制
裁
、
資
格
、
そ
の
泌
氏
名
N
M
悼

の

*

受

け

ら

れ

る

人

的

撃

を

表

わ

し

て

い

る

も

の

6

エ
市
に
お
い
て
通
す
で
に
襲
登

筏
括
4

市
川
町
伎
民
基
本
合
後
、
住
民
@
印
秘
的
大
き
さ
が
、
…
滋
丹
長
さ
絡
を
受
け
て
い
る
者
が
、
そ
の
登
録
印

索
)
じ
絞
M

持
さ
れ
て
い
る
入
、
ま
た
は
、
八
ミ
ワ
メ

i
ト
ん
の
蕊
方
都
に
収
ま
る
認
を
持
附
し
て
登
録
申
締
者
が
本
人
に

外
総
人
驚
持
柑
暗
礁
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
的

E

ま
た
は
、
一
辺
の
授
さ
二
十
五
梢
溌
な
い
こ
と
を
惜
皆
川
崎
で
織
統
し
た
と

人
辻
、
一
人
一
晴
樹
に
践
。
澄
録
で
き
ま
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
市
町
正
方
形
に
戦
ま
ら
な
き
a

す

。

、

“

い

も

の

@

ロ

印

線

蓋

鵠

離

萌

欝

主
ど
し
す
五
段
来
構
の
入
、
ま
た
@
ゴ
ム
印
、
そ
の
砲
の
即
時
総
で

rt

ー

は
、
雲
市
警
は
暴
言
ま
せ
ん
n

影

町

議

し

や

す

い

も

的

。

交

付

の

乎

鯖

怠

印

鑑

登

録

の

。

裂

を

鮮

明

に

灘

わ

し

に

く

い

も

議

書

需

要

付

申

誠

機

器

紺
慣
な
常
甲
南
哨
{
仲
川
川
附
・
氏
名
・
没
年
月
ロ
ロ

で

き

な

い

印

鑑

a
そ
の
処
去
を
主
主
っ
と
す
な
ど
で
記
入
し
、
印
警
護
者
数

三
民
基
査
制
緩
に
記
録
‘
ま
た
は
、
る
郎
総
と
L
て
雪
で
な
い
も
の
え
え
て
書
し
て
〈
だ
き
い
。

外
国
出
入
最
前
路
斑
鋲
に
登
録
祭
礼
て
い
る
わ
く
の
存
怖
い
も
的
。
印
総
が
善
後
し
た
印
鑑
登
同
持
続
月
後
一
市
が
な
い
場
合
む

氏
名
、
災
も
し
く
は
、
名
ま
た
は
氏
名
も
師
、
決
た
は
‘
文
学
内
線
が
切
開
怒
は
、
い
か
な
る
議
曲
が
あ
っ
て
も
、
印

的
…
滋
を
組
み
合
せ
た
も
め
で
潜
わ
し
れ
た
も
の
な
に
〉
後
続
録
証
明
畿
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
&

河
川
同
監
眠
三
怒
忍
挺
A
l
p

登

録

望

室

長

撃

託

す

る

議

髭

在

意

以

5
3」
鏡

町

民

説

明

磁

は

め

饗

あ

り

ま

せ

ん

e

議

す

鏑

脳

懇

開

地

震

安

脳

波
し
し
事

2

罰

4
.ヅ
t
深
草
a
b

登

鋒

申

籍

華

人

が

聖

書

あ

撃

す

る

場

合

に
は
、
議
任
何
回
百
を
総
す
る
惑
山
間
企
代

本
人
が
直
親
殺
絡
す
る
向
誌
を
ふ
え
欄
交
の
認
印
が
必
裂
と
な
り
ま
す
e

て

一

号

室

、

ま

た

は

、

支

主

導

君

、

雲

古

か

ら

「

昭

和

一
昨
べ
取
締
し
て
く
だ
怒
っ
一
か
月
以
内
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
一

惜
別
気
、
そ
め
い
総
や
む
を
得
な
い
理
由
か
月
を
建
議
し
て
も
医
務
綴
的
一
持
審
が
税

am茸
品
押
し
て
い
る
人
は
、
昭
相
五

で
、
き
誌
に
来
ら
れ
な
い
雲
は
、
を
い
と
き
は
、
'
言
葉
事
務
が
然
高
年
十
舟
…
早
急
翌
十
五
年

代
務
人
に
よ
っ
て
申
慾
?
る
と
〉

E
で
効
じ
を
り
ま
す
。

義
ま
す
e

ζ

凶

器

、

霊

的

監

を

暗

部

議

驚

鐸

寵

の

す
る
番
制
問
〈
代
護
人
総
校
総
な
ど
〉
カ

必

警

合

り

会

そ

部

特

交

付

文

欝

に

よ

る

王

室

組

問

中

警

戒

て

、

中

お

い

き
1

ず
れ
か
の
常
時
函
を
機
訴
し
、
そ
の
鳴
で

照

会

本

人

で

あ

る

ニ

と

選

認

が

ま

た

場

印
緩
め
紫
綬
申
舗
を
さ
れ
て
も
、
本
告
に
は
、
文
畿
に
よ
る
際
会
を
省
略
し

人
的
引
車
市
山
野
確
認
で
お
な
け
れ
ば
、
印
て
、
凝
ら
に
印
滋
驚
総
し
、
印
綴
歎
鋭

綴
澄
伐
材
蹴
同
交
付
い
た
し
ま
せ
ん
e

艇
を
お
悼
惜
し
し
ま
ナ
.

事
命
科
を
帥
問
問
附
す
る
た
め
に
照
会
惑
を
@
窓
会
務
世
ど
の
均
や
し
た
免
税
昨
続
、

本
人
絡
に
察
滋
し
ま
す
の
で
、
機
答
縫
鈴
可
材
料
も
し
く
は
、
身
母
校
明
綴
ま
た

織
に
必
南
討
議
議
を
記
入
し
て
滋
印
と
と
は
、
件
同
期
入
総
鈴
粧
品
明
療
で
る
っ
て
、

も
に
本
人
が
悼
対
審
し
て
く
だ
さ
い
。
際
写
認
が
貼
付
さ
れ
、
か
つ
浮
出
し
ず
レ

助
努
擦
と
引
き
替
え
に
印
鑑
受
持
紅
を
お
ス
な
ど
に
よ
る
総
印
の
あ
る
も
の
、
ま

印

鑑

鐙

銀

盤

十
四

T平面、
再統'". 

人
の

し

十
日
現
症
〕

九
丹
江
一
十
8
ま
で
に
「
切
稼
申
消
し
を

一
汀
っ
て
く
だ
さ
い
匂

閣
制
棋
を
す
ぎ
ま
す
と
、
白
骨
瓦
品
跡
的
飲
患

が
な
い
も
め
ど
み
な
し
、
内
開
鵬
耐
の
登
録

は
終
効
に
な
9
ま
す
a

印

鑑

驚

鰻

誌
購
種

間
明
白
和
五
十
開
問
年
十
月
一

n以
内
陣
は
、

新
し
い
制
度
に
よ
る
印
鋭
登
録
絞
明
絡

を
受
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現

在
、
登
録
宇
品
A

け
て
い
る
人
で
、
登
前
期

印
銭
的
明
り
蓄
え
か
“
し
て
い
な
い
人
は

録
銭
印
綴
淡
馳
背
中
講
脅
比
必
援
な
事
側
暗
殺
五
十
間
間
部
十
丹
一
誌
か
ら
師
唱
和
五

項
を
総
入
し
、
本
人
が
遊
後
、
現
設
資
十
五
年
九
月
一
一
一
L
z
a
ま
で
の
一
年
間
い
い

鋒
令
後
一
衿
て
い
る
印
鑑
を
添
え
て
申
摘
繰
り
、
従
来
ど
お
り
的
印
鐙
緩
綴
粧
品
明

し

て

く

だ

さ

い

。

蜘

慨

を

交

付

し

ま

す

5

曜

夜

、

主

総

君

主

主

警

務

夜

登

錦

し

て

い

る

で
み
ず
か
ら
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場
合

に

は

、

基

人

に

よ

っ

て

義

す

る

こ

方

へ

お

韻

い

H
Hり

と
も
で
き
一
ま
す
。
こ
の
場
合
、
幾
何
間
的
ニ
れ
ま
で
談
明
し
て
き
ま
し
た
よ
づ

被
告
恕
す
る
機
関
州
ぺ
必
饗
と
令
。
ま
す
。

t
-印
怒
蹴
品
縄
問
綬
い
と
い
う
制
度
は
、

明

Eド

鵠

.UIl重量殺録I正{ふニのようなカ叩ドに4ませます。
，UIl~霊幾重量重正明重量的交付を受ける袴{主、必ず持番手して〈ださい。

印
時
職
愛
品
開
庇
は
、
印
鐙
の
登
録
が
す

ん
だ
こ
と
を
妓
サ
る
カ
!
ド
彩
式
的
変

畿
で
、
仰
緩
め
受
品
開
を
事
札
た
方
に
お

諜
し
し
ま
す
e

ま
た
、
印
緩
驚
録
絞
は
、
絞
殺
令
長

け
て
い
る
本
人
で
あ
る
こ
と
丹
証
明
と

な
り
、
代
理
人
ね
よ
る
印
滋
裁
縁
日
叫
明

衛
交
付
申
調
的
と
き
も
ち
ニ
的
差
品
開
設

を
委
総
ず
る
こ
と
は
よ
っ
て
本
人
的
僚

機
に
よ
る
も
め
と
み
な
さ
れ
、
議
任
円

払
臼
を
討
証
す
る
骨
骨
聞
な
ど
の
篠
山
山
が
不
議

日
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
印
鑑
登
議
僚
は
、
重
繋

な
も
の
て
す
か
ら
登
録
し
た
印
銭
〈
機

印
〉
と
問
削
機
に
ふ
人
税
に
保
管
し
て
〈
だ

冬
い
。た

だ
し
、
登
録
怒
と
印
鑑
は
、
ベ
ウ

べ
つ
に
姥
埠
m
M
R
U

札
た
方
が
策
金
で
示
。
一

家
た
、
万
一
、
伊
鏡
監
晶
体
問
・
統
を
紛
失
し
い

た
と
懇
は
、
遺
ち
は
抑
制
山
悶
を
し
て
く
ど
一

さ
ぺ
こ
円
鳩
合
、
い
ま
ま
マ
拘
受
持
一

を
斑
止
し
て
、
あ
ら
た
い
級
品
以
し
な
お
一

す
こ
と
に
な
り
ま
す
令
遊
日
開
印
総
{
実

創
刊
〕
を
続
央
し
た
場
合
も
縁
日
開
し
な
お

さ
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

後
仰
木
と
比
較
し
て
、
印
絞
殺
斜
と
印
総

統
明
の
や
日
開
き
に
つ
い
て
包
め
て
師
問
機

な
も
の
に
h
u
り
ま
?
。
そ
的
た
め
必
要

会
「
登
然
防
録
的
切
勢
申
総

a
が
あ
る

こ
と
金
ど
縫
解
〈
行
索
、
い
。

各
支
所
で
の取

扱
い

閣
制
北
台
、
制
州
北
、
布
仲
間
、
つ
〈
し
枇
貯

の
各
武
双
で
も
受
四
時
印
銭
円
M
W
替
市
総

や
新
銭
円
印
緩
続
斑
師
事
務
を
受
付
け
、

印
鐙
登
録
畿
を
交
付
し
事
す
が
、
各
党

所
で
内
縁
し
い
印
総
経
品
開
証
明
融
問
的
交

付
が
で
き
る
歩
品
、
ヮ
に
な
る
の
は
、
申
請

し
な
日
か
ら
ニ

g
議
後
か
か
り
ま
す
n

お
傘
ぎ
の
方
は
、
本
出
け
で
手
納
税
お
刻
印
な

島
戸
ぐ
る
喜
一
フ
お
開
閉
い
し
ま
す
。

*

占

貿

品

別

4
育

問
い
合
せ

市
政
部
地
附
陣
内
閣
時

時
(
八
五
〉
一
…
一
一

um
お
師
闘
い
土
略
目
'
月
綴
隠
は
.

窓
日
が
非
常
に
汲
総
い
た
し
ま
す
の

で
、
な
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の手続轡はこのよう!と獄ります
ご本人を確認したうえで印鑑驚議援を交付いたします。
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百訂 (持参) にここ二コ

現在登録している印鑑をそのまま引き続いて登録する場合の手続きはこのようになりま寸。

自
由

@君主宮署を受けている印綴

@登録を受けている郎総

場 r談後のE言告E正する警警護憲J

認え?ミ竣入選佳滋グ3卓三きかた参照

これからは印鑑殺録誌を持参すれば、登鈴印鍛{実印)がなくても、印鑑去を録証明書の交付が受け
られまナ。
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印鐙登録証明

@型高 ~nlまい')ません。
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